
パチパチ便り 

２０１９年１０月号 ※パチパチ便りのカラー版はHPの 
 会員専用ページでご確認ください。 

・令和元年11月30日（土） 
・ナガシマスパーランド 
・ 6,000円（1日パスポート・往復バス代含） 
 
※申し込み締め切り：令和元年10月26日（土） 
 

 秋の遠足ですが、まだまだ募集しておりますので、
ご希望の方は10月26日（土）の期限までに参加申込
書と参加費を同封の上申し込みください。 

 また、お手元に申込書がない場合は各教室の先生
に申し伝えていただければと存じます。 

 ご不明な点があれば、メール等でも結構ですのでご
一報いただければと存じます。 

●全国珠算検定試験 第393回 合格者《段位～3級》● 
《令和元年9月29日》 
★珠算★ （25名合格：段位7名、1級2名、2級6名、3級10名） 
【段位】★準参段 秋元康太郎（5） ★初段 伊東遥希（5） ★初段 今井里愛来（5） 
 ★準初段 鈴木杏奈（6） ★準初段 黒住和紗（6） ★準初段 野々山沙紀（5） ★準初段 稲富俊介（5） 
【1級】南東桃奈（6） 大嶺美優（6）  
【2級】小嶋純乃（6） 平泉大悟（5） 江崎 綸（5） 滝谷咲良（5） 小林拓未（5） 白井千智（4） 
【3級】中村優瞳(中) 松井七海（6） 石井美玖（6） 鐘方彩花（5） 田路愛希（5） 高木祐里（5） 
    原田兜吾(5) 岡 美空(5) 鈴木誠人（4） 山本 駿（4） 
 
★暗算★（29名合格：段位10名、1級4名、2級7名、3級8名） 
【段位】★準五段 秋元康太郎（5） ★四段 田澤亮人（5） ★準四段 伊東遥希（5） ★参段 吉田龍翔（5）  
     ★準参段 毛受慶将（5） ★弐段 深田功成（4） ★準弐段 原田麻央（6） ★準弐段 前田穂花（6） 
     ★初段 稲富俊介（5） ★準初段 中里心侑（5） 
【1級】黒住和紗（6） 南東桃奈（6） 大嶺美優（6） 野々山沙紀（5） 
【2級】森下凛太朗（6） 萩原美優（6） 檜林咲和（6） 上畑伊吹（5） 中村駿斗（5） 白井千智（4） 
    竹内 禅（4） 
【3級】平野湊宙（6） 松井七海（6） 近藤彩那（6） 小林拓未（5） 原田兜吾（5） 平泉大悟（5） 
     永田侑也(5) 山脇菜々香(4) 
 

※3級以上の試験は非常に難しいものです。改めて皆さん、合格、本当におめでとうございます＾＾ 

＜秋の遠足の参加者募集中（11月30日（土）＞ 



●久野学園 本部教室・アール教室・黒笹教室・宮上教室・春木教室・加納教室 
問い合わせ先：0561-32-3445  ※加納教室のみ：0565-45-6795 
メールでの問い合わせ： HPの問い合わせをご利用ください。 
※HPはQRコードから参照ください。 

★お知らせ★ 
・11月検定試験の〆切は11月5日（火）までの予定です。（検定試験：11月24日（日）） 

日 月 火 水 木 金 土 

営業教室→ 本・ア・宮・春 黒 宮・黒 本・ア・春 本・宮・春・黒 本・ア 

1 2 

授業日 授業日 

3 4 5 6 7 8 9 

お休み 祝日 授業日 
※検定〆切 

授業日 授業日 授業日 授業日 

10 11 12 13 14 15 16 

お休み 授業日 授業日 授業日 授業日 授業日 授業日 

17 18 19 20 21 22 23 

お休み 授業日 授業日 授業日 授業日 授業日 祝日 

24 25 26 27 28 29 30 

お休み 
※検定試験 

授業日 授業日 授業日 授業日 授業日 授業日 
※ナガシマ（予定） 

2019年11月予定 教室略称：本部（本）、三好ヶ丘（ア）、宮上（宮）、春木（春）、黒笹（黒） 

＜おすすめ図書コーナー＞No.12 
「AIに負けない子どもを育てる」  今回ご紹介するのは「AIに負けない子どもを育てる」です。以前ご紹介い

たしました「AI vs 教科書が読めないこどもたち」は今回の本の前作にあた
りますが、2019年ビジネス書の大賞に輝くなど非常に話題になりました。そ
の内容は「AIの実態と、AIに仕事を取られてしまうという危機感がある中、
高めるべき能力は読解力であること。だが、その読解力が全体的に非常に
落ちている」という内容でした。今回の続編では「読解力アップの実践法」と
名をうっているので非常に期待を持って読み進めました。 
 結論から申し上げますと、この本の対象がビジネスから学校の先生、保
護者の方と多岐にわたっているため、実践方法が専門的な内容とやや難し
い内容になっており、中々家庭で実践するにはハードルが高いことが多い
と私は感じました。しかし、色々なヒントはたくさん詰まったものであると思
います。語彙力を伸ばすには、「両親の会話を脇で聞く」「授業の板書を取
る（穴埋めで答える授業の弊害についても言及しています）」といった方法
や、幼児期、小学校を3区分した細かい時期での発達にそった提案もいくつ
かありました。これだというものがないということは読解力をつけることは一
朝一夕ではつかないものであるということの証明とも感じましたが、それで
も色々なことを考えるきっかけになる本であると思います。是非ご一読いた
だければと存じます。 

※書籍の貸し出しを行います。 
 ご紹介した書籍は全て貸出可能です。ご希望の方はお子様伝いでもメールでのご連絡
でも結構です。ご一報いただければと存じます。 


